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，
　MUS σll〕AE ）AND 　ITS

　　　　　 A 廴LIED 　SPECIES 　IN　NIPPON

b ＆JSI ｛lzuo 　 Iζ：ATO

．ア カ ザ モ グ リハ ナ バ へ
2）

＠ ∬伽 画 ん割0吻 α 物認 PANZER ）は分類擧上 双翅 目 （1）ipmna），イ へ

・rへ 科 （コluseiclnte），
ハ ナ パ ベ 亜 科 伽 脚 獅 ・），モ グ リ ハ ナ パ ペ屬 （翻 ）（P ，g ，myina

ROBmEAU −DErvorPY）1『屬 し ， 歐米に 於て 市くか ら甜茶及 設薐草の 害蟲 と して 知 られ た著名な

もの で あ る。本邦に於 て も本種 は甜菜葉潸蛆，甜茱葉潜颯 テ ン サ イ ハ ム グ V
，
テ ン サ イ ノ ハ ム

グ リ バ へ 等 と稱せ られ て ；班に朝鮮 （青山 ，
1919； 町田・青山 ， 1928；江 口 ，

1928 ； 横尾 ， 1940） 及北

薯髄 　　（］3LuNcK ，　BBEts【ER 　＆　1〈△uFtr【A）oT ，　1929…　BREMER 　＆　1（AuF ｝rANN
，　1931）　よ，り，　三又滿洲1國　　（搾｝菖

ee・　1937； 桑山， 1938； 公主嶺農事試驗場 ， 1939）に於 て も同標の 名稱を以 て 記録せ られ ， 孰れ に あっ

て もそ の 幼蟲が滌 ， 菠薐草 ， ア カ ザ 等の ア カ ザ 科植物め槃 肉内を潜食 加害す る こ と を報告さ

れ て ゐ る。然 る に 近年輻 岡縣下 に 於 て 渡薐草に 著害 を與 へ つ S
、あ る所謂 菠薐草薬潜蠅 （織田，

1939）も筆者が そ の標本 を檢 した と こ ろ に據れ ば明か に本種で あ り， 叉 關西地 方 に 於 て も轂薐

草に 本種・らしい 被害が ある と聞い て ゐ る。
：）

斯の 如 く近年本邦 に於て は 菠薐草に對す る本種 の

加害が 注目されて 來た。佝本種に形態が 極 めて よ く似 て ゐ て
， 從來屡 々 本租 と 混同 され た もの

vaギ s ギ シ 爵植物 の葉潜蠅が あ るが ，之 は全 く別種で ，而 も本邦 よ り未記録 の P ・g・m 洳 b‘・・伽

．WIEIコEMANN で あ る こ とが 判明 レた 。而 して 本邦産の ア カ ザ モ グ リハ ナ バ へ は歐米 に於 け る所

謂 var ．　bettte　qVBTIsに相賞す る もの で あつ て ， 歐洲 に於ぞ本變種 と共存 し，
ナ ス 科植物に寄

生す る本種¢ ）基本型 とは生 態的に も， 又形態的 に も少 し く異 つ ズゐ る。又 Pego’myZa 　biColo7’

平  剛 齲 に就 い て も本…継 の もの は総 て そ の 彊色 の 一部 鯲 て 歐米 産の ts・Q とe く異つ

．た變 異を示 して居 り，本邦特有ρ地理 的晶種と看做し得 る
丐

）で，之 を…断に ユ 亜種 と して 記鑠

　　 1） 北海逧農事 試驗 揚昆 蟲部 業績。

　　2） 和 名 は 桑山覺罅士
．
（1939）に 據 る

。　　　　　　　
‘
　　　　　　　

・

　　3）　昭和 15年 11 月 18 日附農林省農事試驗揚技師湯淺啓温 氏 よ りの 書簡に 撮 る。
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す べ き もの で ある こ とを認 め た 。 仍て 茲 に小丈 を 草 して 本邦産の 兩種 の 特徴を 記載 し，併せ ．

て 華者 の 分類學 的見解 を 少 し く述 べ る こ と と した 。

　本稿 を草す るに當 り筆者に野 して 懇 篤なる 御指導を賜つ た北
’

：
”一事試嬲 ・技師桑山覺博

士竝 に貴重 なる標本 を惠與せ られた幅 岡縣立 農麟 　　
・ロ 技師織田富士夫 ， 同場技手河野嘉純 ，

朝鮮總督府農事 試驗場技手横 尾多美男 ， 朝鮮税關元山支署技手 熊代三 郎 の 諸氏 に對 して 深甚　 、

なる謝意．を表する彡ζ第で あ る。
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’

正IERIN（ヨ
，
1935−1937

，
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　　　　　　　　　　　　　　・ KERs ・ N
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・
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　P．　278，；MAcniDA 　＆　Aoy ムM △ （町田・青由

’
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　 　 　 　 ・　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　
幽
　 　　 　　 　 　 1

　　　　　　　　　　4）　本種 に 對 す る數多き異名 の 詳綱 に 就 い て は
・CANERotsT（1914），

　 STEIN （19G6），　 BEZZI＆ S皿 コN

　　・　　 （1907）， HvcKE ・oT （1924），
　 BRmlER ＆ KAuFMAN ）1 （1931），

　S舶 uY （1937》等 の 諸 氏 の 報丈 を 參照 せ ら

　　　　　　　れ度い 。荷歐洲 に 於 て は こ の 他 に 本種 の 墾種或 は 亜種 と して nigrdcornis
’
STTtoBL（Verh．　Zool−Bot．　Ges．

　　　　　　　Wien ，
1・IX ，

　P．242 ，
　1909）；meridi αhα　HEmtstG（Z ．　angew ．　Ent ，

，
　XVII

，
　P ・　461，

　1931）Silenes　HERJ）tG

　　　　　　　（Z．wiss ．　Ins−Biol，，　XIX ，　p．37，1924）等 が 發表 さ れ て ゐ るが 孰 れ も本 邦 産 の も、の と は 直接闘係 の な い

　　　　　　　も の で ， 本稿 に 於 て は 論及 し な い こ と と す る。　　　　　　　　　　 ，

鶚
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加藤靜夫 ： 本邦産 ア カ ザ モ グ リ ハ ナ バ へと 其 の 近 似 種 5ア

　　　　 selani　BRE．｝［ER ＆ KAU 恥 工A 贈 ， ユ931，
　P．27．．

’

』
〔雄〕．複眼間は單眼 3 角甚の 前方で極あ電 狹 くなつ て ゐ るが 相後蔚 せ ず 、 細い 額帯 （frontalia） と額

側 （pa Σafrontals ） とで 明瞭 に 距た つて 居．動 普涌こ の 部分 で は 額帶 は額側 よ ウ明 か ｝こ幅廣く， 2 倍内外

の 幅を有 して ゐる （筮 1 画）。額帶は淡色 の もの でほ黄赤色乃至黄禍色， 濃色 の もの で は 暗赤色乃至 黒色

を呈 し ， 孰れ もそめ後串部は前牛部に 比 しτ晴色を帶びて ゐ る。額側 、 顔側 （parafacials）及頬 （cheeks ）
’

の 地色は黄褐色乃至暗陽色で， 銀色粉を密 に装つ て ゐ る。 觸角の 第 3 節は 常 に 黒色 ， 第 2 節及黝 ほ黄色

乃至 暗赤福色を呈し て ゐ る。藾部を 側面よ づ見る と ， 額面は觸角 の 基部附近で顯著に 前方 に 隆起 し ， 從 つ

て 顏側 は下 芳に 向つ て 著 し く幅が挾 くなつ て ゐ る 。 頬部は 比較的廣 く， そ の 高 さは觸角 の 全長 よ 臼稍短 い
。

觸角‘ま短太 で ， そ の 全長は顔面の 長さよ曙 し く短 く，

’
第 3 節は第 2 節の 約 1．5 僑の 長さ糖 し て ゐ る 。

隴 網 蜘 長 く

’
ぽ 姪 長聯 角め銀 よ 舛 帳 も 騨 晒 酬 瀞 大 し 条粍 は勸 て 躑 で 鋤 ，

難い 。小 腮鬚は細長く， 前牛稍太 ま り棍樹伏を呈 し，

’
黄色乃至黄褐色で 先端部の み暗褐色乃至黒色を呈 し

て ゐる。　 　　　 tt　
1
　 ．

・
　 ．　　 ・・　 　

’1” ・　　　　　
’
　　　 　　　　　　　 ‘

　胸背は稍緑色を帶びた黄荻色乃翻 友色 を 呈 ：し， 胸背を稍前方 よ

り見れば暗色 を塀 し 1 後方 よ り見れば黄色を増す頷向があるが，こ れ

侭 濃色の 個髑 に於 て 特 に 著 しい 。胸側の 色彩は胸背よ・りも常 に 淡色

で ，友色乃蚕暗友色を呈 し

’
て ゐ る。胸背の 斑紋は

一
般

灘 瓢覊簸
は 中央に 痕跡的な褐色の ユ

　 　 　 　 　 　 ／）

縱齦を有す る に過ぎぬが ，

濃色の もの で は後方 よ り見

る と中央 に 細 い 裼色の 1縱
「

線 とそ の爾側に之 よ り吏に　　．
．　　　 第 1 圃 ．　　　　　　　　　　 第 2 圖

曙騨 囃 蜘 ・た縱
．鰯 詣饑 職磊晶

’

、講謙鑑 ；嚇 1撫・
線朕の 斑紋を認 め る こ とが 　　　

・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1、

出來る。中刺毛 （acrOEtical 　bristles）は短細で はあるが顯著で 2 列 をなし， 列間は前方に至 るに隨っ て

稍挾くなつ て ゐ る．こ の 列間の 前牛に は普逋微細な短毛を疎生 して ゐる。前翅基背刺毛 （prealar 　bri　stl−

es ）1ま短細で は あ るが 常 に存 庄して ゐ る。腹胸側刺毛
・
（sternoplenr 乱l　bristles．〉の 配列 は 1：2 で ， 普通

後下方 の もの は後 上方 の もの と殆 ど等長で ある。稜朕部には 3鉗 の 顯著な瑠毘 を有す るが ， こ の 他に繭毛

が 稜状部の 外縁部 に 浩 ふ て 多數列生 し，中央背面 に は 殆 ど存在 しない （第 2 圃）。脚 は そ の 色 彩 が 個慥 に

．よつ て 極めて 變 化 し易 く，、普通附節は黒色， 脛節は黄色 腿節は黄色乃至赤羯色で ， 前腿節は 上面の み 又は

殆 ど全面h ：pmlts乃蘇 黜 を呈 して 髄 オ：戊 後鬮 及中斷 胴 鷓 色を呈して ゐ る もの もある・ 翅

は稍黄色を帶び ， 翅賑は黄色乃至曜褐色で ， 前繊眠刺 （costal 　spine ）は極めて 短細で 顯著で な L”
e 上 下

2 枚 の 鱗欣片は殆ど等大で淡黄白色 ， 罕均棍は黄色乃至暗黄色を呈 して ゐる。

’
，　　　

・
　 ，

　腹部は 比較的短 く， 胸部の 長 さ と略等長で 上 下 に稍扁平 な卵形を 呈 して ゐ る。

　腹背は友黄色乃 至友褐色 を呈し， 稍後方よ Q見れば普通そ の 中央 に 暗友色或は褐色乃至黒色 の些較的太

X ・・1 縱線を有 し て ゐる が ， こ の 縱艱は 各腹節の 基牟部に於 て 常 に 濃色顯著で ， 先端部で は全 く淌滅す るか

或は極めて 淡 く斷績 して ゐる。第 5 腹板 （第 1 圖版 ， 第 1 圓）は基部暗褐色乃至黒色 ， 兩側片 （process ，

：Seitenlappen）は普通黄色乃至赤褐色を呈 して ゐる。兩側片は腹板の 全長 の 約 弖め長さを有 し， 先端鈍 く

幅 の 贋い 鋏袈状を呈し， その 全面に長細毛を疎生して ゐ るが ， 基部内剛に は 特 に 顯著な短毛 を密生 し て ゐ

！

】
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る。生 殖器節 （第 1 随版 ， 第 2 及第 3 鬪）は全體が 略牛球駄を呈 し ， 基部は 暗荻黄 色乃至曜 赤 黄 色，末

端内側は 更 に 淡色 ， そ の 全面 に 長毛 を疎生 し，こ れ ら の 中で 基部背面 の 敷本は他 よりも常に 長大で ある 。 上

尾鋏 （cerci ，　ober 　Zartgen ）は 上 下 に 堅縮 された 《 − 1・型 を 呈 し， 周邊に は細毛を列生 して ゐる。下尾鋏

（dististylvs，　 unter 　Zangen ）は 昏 々 側枝 を 有し ， 先端 鏡 く尖り臠曲せ ず ， 恰も片鎌槍を 2 個竝 ぺ た 樣

な形状 を呈 し ， 中央 の 2 個 の 突起 の 外側に ［me］毛 を疎に 列生 して ゐ る。こ の 中央の 2 個 の 突起は そ の 大

さが左右不同 の こ とが多 く， こ の 場合普逋左側の 突起が 右 側 の もの よ りも長大で あ る。　 ・　　　　 1『
〔雌 〕 複眼聞は幅廣く， 頭部を上 方 よ り見れば單瞑 3 角癌の 直前で 頭幅 の 約 x を占め，額帶は額側の 略

2 倍 の囁を有 して ゐ る 。額帶 は 黄赤色乃 至 暗赤色を 呈 し ， 普通その 観牛部は前牛部 よ りも稍嗜色を帯びて

ゐ る 。 額幤 に は交叉刺毛を有 して ゐ ない 。胸部 の 色彩は雄 よ t） も淡色 で著 し く荻色を帶帆 胸背の 斑紋は

雄よ t） も一層剄然 とせ ず，褐色 の 痕跡的な縦線を 有する か，叉は全然之を 缺い て ゐ る。腹胸側刺毛中醍列
は 1 ：2 で ある が ， 後 下 方 の もの は他に 比 して 著 し く短細で ある。 腹部 は 荻黄 色で ， 普通腹背 の 中央に は褐
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 a

色乃至 暗褐色 の 1 縱線を有す るが ， 個體に よ つ て は極めて 不明瞭 で ある か ， 又は 全 く缺 い て ゐ る もの もあ

る 。 脚 も一般 に 雄 よ り も淡色で， 前腿節は普逎その 上面又は 殆 ど全面が荻褐色乃至 友黒 色 を 呈 して ゐ うが ，

個體に よつ て は中，後腿箔も同樣暗色を 呈す る もの もあ翫

　　饅 長 （e2 ）− 5，0〜6．o 粍。

　　罰 主 植 物
5） 一 ア カ ザ ， 薮薐草 ， 甜菓等 の ア カ ザ科杭物。

分

産

〔記　要〕

布 の 一 ヨ e ロ ツ パ ，北 ア メ リ カ
，

ア ジ ア 西部 ，
ア ジ ア 東部 （日本 ， 滿洲國，中華

　　　　民薗），
ア フ リ カ 北部。

1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．．・

地　一 北海道 ：．ユ2 δ65 ♀9， 札幌 ， 16／VII，⊥936
， 加藤靜夫 〔ア カ ザ 〕； 24　S♂

　　　　37　99， 札幌 ， 20／VII ，
1936

， 力1藤 靜夫 〔ア カ ザ 〕。
’

九州 ： 26 δ 3 ♀♀， 行

　　　　橋 ， 10！TV ，1937 ， 幅 岡縣立 農事 試驗場豐前分場 〔波葎草〕； 266499
’
，

　　　　大牟田 ，
V

，
・940澗 岡縣立農事試驗 場筑後分場 ⊂菠韓 〕潮 鮮 ・ 56 δ，

　　　　799
， 清津 J 年 月日不 明 ， 熊代三郎 〔菠薐草〕； 4 δδ 1♀，清津 ，

19／VI ，

　　　　1939 ， 熊代三郎 ⊂菠薐草〕；

’
6　？♀，．水原，2S／VI ，

1940
， 横 尾多美男 〔ア カ

　　　　ザ 〕1366499 ， 元山 ， 8／V 「1
，
1940

、 熊代三 郎 〔渡薐草〕e

本極は歐米 に 於 て は甜菜 ， 菠薐草 の 害蟲 と し て 古 くか ら知 られ て ゐ る が ， 寄主植

物の 種類が 非常に多 く， 叉膿色が 寄主植物や 地理 的環境に應 じて 極 め て 多標 な變異 を現す の

で ， 分類學 的に多 くの 學者 に依 り別種 と して 取扱はれた異名が 頗 る多い
。 叉 一方 ，本腫 は生態

　 ，

的 に も特異な性質を示 し ， 歐洲 に 於 て は ナ ス 科植物とア カ ザ 科植物に 限つ で 夫れ夫れ産卵 し

發育す る 2 の 生態的品種 （Biological　raees ）
7｝

が存 在 し て ゐ る こ とも知 られて ゐ る。

　本鍾 は最初 PANzen 氏 （1809）に 依り て ナ ス 科植物め 1 種 ヒ ョ ス （Hyoscyamus 皿iger　L ・

　　5） 熊代 三 郎氏 よ 扣 の 通 信 （昭和 15 年 11 月 6 日附ンに 操れば朝鮮に於 け る 本種 の 寄生植物 と し

て ア カ ザ ， 菠薐草 ， 甜菓 ， ホ ソ バ ア カ ザ ，
ハ ウ キ ギ （ハ ハ キ ギ ），

フ Ptyy ウの 6 種を 舉 げ ， 攅尾多美 男氏
（19W ）は ア カ ザ ，菠薐草，甜莱，ホ ソ バ ァ カ ザ ？　 フ ダ ン サ ウ の 5 種 を 舉げて 居 られ る。

　　6） 機尾 多美 男 氏 （1940）は 來 亜 に 於 け る 分布 と して 瓣 と 滿洲 の as　e＃己！・ttて ゐる が ， 本種 は 既 に

本邦内 地 及 中華 民 國 よ り も記録 さ れ て 居 窮 東亜 に於て は相 常匿 い 分布を示 して ゐ る
。

　　7） THoRPE 氏 （ユ930）は 生 態的 品 Pttc對 し次 の 如 き定義 を與 へ て ゐ る 。 帥 ち
“ A　bi

’
ological 　 race

xnay 　b・ ・aid 　 tu ・xi・七 wb ・re　 tlコe　 i・di・idualE・f
’
a ・peci・s 　

・・ n ・ b・ di・id・ cl・i・iC・ gr・・ P ・
，

… ally

isola七ed 　to　some 　extent 　by　Cood　pl？ ferences，　occuring 　in　七1！e　salne 　localitiy　alid　plioM ’ing
definite　differences　in　biology，　b 【1右 with 　corresponding 　st− ictual 　differences

，
　either 　few　and

inconstant　or　co ！npletely 　absent ．，，
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　　　　　　　　　’　 加鰯 夫 ・ 本邦産 ア カ ザ rPty・ け ・ S
’
・・s と其 の 近似種 　 　 　 　 　 59

　　　よ り記戟 された もの で あるが
s）

，
　CURTIs 氏 （1847）は甜茶 に寄生す る本種 をそ の 攪色の 差異 に

　　　基 い て ナ ス 科棺物に寄生する もの と區別し ， 之 を var ．　be．tceeと なすぺ きで あ る と と を提唱 し

　　　た 。SτEm 氏 （1906）は更 に本琿に封す る多 くの 異名 を壑理 し， 本種を 2變種印ち淡色型 （var ．

　　　hyOSCy”mi 　PAN、　ZER ）と1農色型 （var ．　betae　CURTIs）に 區別1しfe。
’
そ の 後 CAI［ERQN 氏 （1914）

　　　は初め て 糎 姓 態的品種 の 徽 す る こ と を明 が にし ，

“

本種眇 kと も 2 の bi・1。gi・ llp・・

　　 cies に分 つ こ とが 出來 ， そ の 1 は ナ ス 科植物にの み寄生 し， 他 は ア カ ザ 科植物 に の み寄生す

　　　る もの で ・

．こ の 兩者 は 體の 色彩に 差黜 監あつ て S・EIN 氏 （1906） の 所 謂淡色型は 前者 に
， 濃

　　 色型は後者 に 矚すぺ き もの で あ る
”

と した 。そ の 後 CA コ［ERO ）Ll （191合），
　BR 跏 ER ＆ KAUFIfA）T？−q

　　　（ユ931）， Vw 磁 （19・37）等の 諸氏に よつ て ・ 本種 の 生態的品種蹴 い て 夫れ 夫摸 味 あ．珊 告

　　
’
が 發表 さ れ て ゐ る が ，要す るに 現 在 で は泰種 には 少 な くと も前記 の 2 の 生 態的 「帋種が存在 しユ

　　　こ れ らは夫れ夫れ成蟲の 色彩 に 於 て 特 有の 變 異を示 して はゐ るが ，也彩以外の 有力な 形態的

　　　差異は未だ 認 め られ て ゐ な い の で あ る。然 らば從來 ζ れ らの 生 態的品極 ， 或は色彩の 異つ た

　　　多 くの 型が 分類學 的に如何に 取扱は れ た か を見 るに ， 墨 者に よつ て 憂 く一定せ 歩 ， 或は變種 と

　　　し， 或は亞種 とし， 或は 叉全然別種 と して發表 され て ゐ る。こ れ は夫れ夫れ の 學 者が 本種の 分

　　 類に當つ て
， そ の 生 態的意義を重硯す る程度忙よb て 當然異 つ て ゐ るの で あ る 。

　　　棚 鯲 て は権 は未だ ア カ ザ 科以外 の 植物か らは 檢 出痴 す澱 洲 鯲 け る 女・財 咐

　　 植物に寄生する 品種は 存在 して ゐな い の で 問題 は 簡單で は あるが ， それ で も徇學 者 に よつ て

　　　ヰ同 じア  ザ 科 の 申で もそ の 寄主植物の 屬に よつ て 次 の 如 き多 くの 生態的品毬を認め ，
と れ

　　　らを變種 ， 厚種 ， 或は全然別種 と して 區別 して ゐる 。 即 ち KARL 氏 （1928）は betnte　CURTIs，　eh −

　　 enopaoclii　 RONDANI ，　 spinaeiae 　HOL 蝿 R脳 の 3 變種に ，　HERilgc十 氏 （1926 ，
1935 −1937）は α t．

・　 吻 齢 G ・uRE ・u ，・b・t・・e　CuR ・・s
，
・・he．no　1］・cSii・R・・D ・M

， ゆ ・・磁 ・ H ・・．・・GREN の 4 亜
・ktVa，　 H 。、，、D 。。

　　 氏 （1926−1928）は betfze　CuRTIsと chenopoclii 　RoNDANI の 2 種 に，　S飴 uY 氏 （1937）は b節 θ

　　 CURT ・9 と 吻 鰤 艢 S・・R ・BL の 2 變種 に分 ち ， ・t・iplic’is　G   VREAV 及 cl・en・1… lii・
’
・R ・）MA ）u

　　　は別種と して 取扱つ て ゐ る ・一方 C・M ・R ・N （19ユ4
，
1916），

S・E ・コ・・ （1906γ，．　B ・・融 ＆ K ・u ・一

　　 ）・A ・N （1931）・ V ・v ・… 　 （1937）氏等は t れ らの 細分 を認 め な嘩 ，
b・‘… C ・… 戯 は chen｝opotlii

、　 RONPA 馴 の 名稱の 下に こ れ らを統合 して ゐる 。

　　　 そ こ で 箪者 は本種 の 分類 に常つ て t 果 して 寄主植物に よ る 體色の 差異 が どの 程度迄 明確な

　　　もの で ある の か ，

幽
叉 それ らの 生態的 事實を ど の 程度 まで 考 慮 に 入 れ な ければ な らな V ・か と 言

　　 ふ 根本的 な 聞題 を實際に標本 に 就 い て 檢討 して 見る必要 を生 じた。か の 北米 に於 ける苹果實

　　 蠅 （Rhctgoleti，s’　pao”ior 』ellm「WA 　1．SH ）には明か に寄主植物を異 に す る 2 生 態的 品種の 存在 を認
’

　　　め られ て ゐるが ，
こ れ らは髓の 大小以外何等 の形態的差異が な い 爲 に ， 現 在 で は分類學的に 取

　　 入れ られ て ゐ な い 。然る に本種 に あ つ て は寄主植物 に よ り體色が 極 め て 變牝 し易い 爲 に分類

　　 の 上 の 種 k な混亂が 生 じて ゐる』 鐔堵の 檢 した 標本 の 範圍は未 だ 極め て 貧弱 で 倦あ る が ， そ

　　 れ で も寄主植物や産地 に よつ て 髓色 に相當 の 變異を認 め る こ とが 出來 る。今從來最 も變化し

　　 易 い 部分と して 知 られ て ゐる成蟲 の 腿節や胸背の 色彩竝 に 體長等 を産地 及寄主 別に比較封照

　　　して 見る と次表の 如 くG
、で ある。

　　　8） et ・ XVVar ・ 　RSAu ・・uR 氏 （1937 ・
Mem ・・．　III・　1・P・16）淋 種 の 幼蟲蹴 い て 觀察を發 表 し

　 て ゐ るが ， 分類學的に は 認め られない 。
十
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『
　 　 　 　 　 昆 轟 ・錚 15 卷 鯵 2 壁

　　　　 上衷 に ょれ ば BRE ，｝fER 　＆　KAup ）［ANN 氏 （1931）の 蓮ぺ て ゐ るや う に菠薐草か ら朋 化 した も

　　　　の は ア カ ザ か ら朋化 した もの よ りも 一般 に色彩が 淡い 傾 向が 認め られ ぬ こ と もな い が ∫併し

　　　　それ らの 變異幅は 互 に大 き く箪 り合つ 丁居 り， 且地理 的 に見離ば極 め て 相對的な問題に過 ぎ

　　　　な い こ とが懈 る。體長に 就 い て も同標 に 寄圭植物に よ る差異は認 め られ ない
。 而 も生態

’
的 に は

　　　 BRE ）IER ＆ KAVF ．MANIN （1931），　VrVJEN （1937 ）等の 諸氏 に よ つ て ア ヵ ザ 科植物 の 範圍内で は

　　　　自由 va寄主植物をWW し得 る こ
．とが 明力・rcさ れ て ゐ る の で

， 筆者 と塵 は ア カ ザ 科 の 申 の 寄

　　　 主植物に よる形態及生態的 の 差異は本種の 分類め上 に韓別 の 重要性 を認め る こ と は出來ない ．

　　　　 弐 に 本邦産 の 本種が ア カ ザ 科植物に 限 り寄生 す るに 生 態的品種 で あつ て
， 鰍洲 に於 ける木

　　　 種の 基 本型 で ある ナ ス 科 の 生 態的品種に對 して 形態的 に も 明 か に濃色型 で ある と すれ ば ，
こ

　　　 れ を分類上郊何に取扱ふ べ きか の 問題で あ
’
るが ， H   EL （1926−1928），　Vlv1珈 （1937）等 ¢ ｝

　　　 諸斥の 如 く生 態的性質の 夢を重 硯 して
，
どれ ら を全 然別盤 と して 取扱ふ こ とは 藐在の 分類學

　　　 か らは徇早の 感が ある と思ふ。叉 HERrSfG 氏 （1926， 1935−1937）の 如 く亜 種 と雷 ふ 概念に 生

　　　 態的意義を持 たせ る ヒ と も 場合に よつ て は 認 め らるべ きで あらうが ， 本種の 場合に は筆者は

　　　 や は り前者同標賛成 し得 ない
。 換冒 すれ ば 筆者 は所謂生態的亞種

9）
を昆錢 の 分類上自由に認

　　　 め る こ と は餘程考慮 しなけれ ば な らぬ と考 へ る もの で ある。事實本種 は歐 洲 に 於 て ほ同一一rk
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　　　 方に 2 の 生態的品麺が 共 存 して 居 り， 且そ れ ら¢ 「品龝は夫れ夫れ特有な體色 の變異を示 して

　　　 は ゐ るが ， 本種の 湯 合に は 脚や 胸腹背6色彩の變異 は種の 特徴 と して 決 して 重要 な要素で は

．e
　　 な い の で あつ て ，

・而 も こ の 兩品種の 色彩の 變異は變異幅の 極端 に於 て 殆 ど連績 して ゐる。そ

　　　 れ故種 の 特微 と して 他 に もつ と有 力な形態的差異 が 認 め られ な い 限 り，
こ れ らは分類學 的に

層

　　　 別種 或は亜種 と して 藩 へ るべ 邊 もの で なく， 單に變魎 と して 區 Silさ る べ き もの で あ る と信す
1

　　　 る。帥 ち筆者は本邦産 の もの を var ．　betae　CU 跚 s と して 認あ る こ と が 最 も安當 で あ る と考

　　　 へ る の で あ る 。　　　 ．　　 　　　　 　　　　　 　　
’
　　　　

t’．t

　　　　 本變種 喇 匕海道 に あつ て は 現 在 甜茱 を加害す る e 一とは 極 め て 稀で ， 自然歌態 で は主 と して

　　　 ア ヵ ザ に 蕃殖 して ゐるが ，

’
菠薐草 に封 して 夏季局部 的に被害 を 輿 へ る こ とが あ る 。北海道 農

　　　 事試驗場十勝支場技手 大島喜四郎氏 は以前か ら甜茱の 害蟲 と・し て の 本種 を研 究 して 居 られ る

　　　 が ， 同氏は該地 方で は間引 の 遲れ た 甜茱力籀 あ て 罕に 本種の 被害を受け ， 渡薐草罐 扎 て は

　　　 7 月巾 ・下 旬頃特 に廣葉 の 外國種 に 大 害 を詔 め e と が ある と の 通信を寄せ られ た。札幌附近

　　　 で ち年に依 り夏季 菠薐草 に對 する被害を掘察す る こ とが 出來る 。

　　　　 上述 の 如 く本種は從來幾多の 研究に よ り形態的に も生態的に も極 め て 變化或は分化 し易 い

　．　 性質を有 し，

leN類擧や生 態學上 種 々 興味深い 問題を提供 して ゐ るが ， 歐洲 の 例 に見 られ る如 く

　　　本邦 に於 て も地 方的 に，又 1 地 方で も年に より或嬬季節に よつ て各 寄主植物に封す る被害程

　　　 度に 差異の 生す ご ．と もあ b得 る で あ らう。形態的には北海道産の 本邏 は最 も 暗色型で あip．E
　　　に雄 の複眼間の 距離が他 の 抻方 の もの に堵ペ ゼ明 か に稍狹 い 傾 向を有 しセゐるが ， こ れ は果

　　　 して 地 理 的 IC北海道特有の 變異で あるか 否 か は今後の研究に俟た 忽ばな らぬ 。

　　2．，ギシ ギ シ モ グ リハ ナ バ へ （新醇）Pegomgia 　bicolb「 liappo「ensts ・　n ’　SSP’10）

〔雄〕 複瞑間 は 單眼 3 角區 の 前方で極めて 狹くなつ て ゐ るが相接着せ ず ， 細 い 額帶と額側とで 明瞭に

g） M ρATEE （1920），　FERRls （1928），
　M6ATEE （1928）等 の 諸氏 の 報文參照 。
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　　踵て られて 居 り， 普通 こ の 部分 で は額幣は額側 と 略等 しい 幅を有して ゐ る （第 3 圃）。額帶は普通黒色で 　　　、

　　あるが ， 個瞳 に よ つ て は 暗赤褐色を 呈する もの もあ る6 額側 の 地色は暗荻色乃至 黒色， 頬部の 地色に隅色

　　乃至晴褐色 で あ るが ， 孰れも銀色粉を密 に装 つ てゐ る 。 觸角 の 各節は普通總て 黒色で あ るが ， 個皚に よっ

　　て は第 2 節 の 前4瑯 が暗黄褐色乃至暗赤禍色を呈する もの もあ る 。 頭部を側面よ り見れば額面 は觸角 の ・

　　基部附近で 蔚方に 突出 し， 顏側は下方 に向つ て 署 し く細くなつ て ゐ る 。 觸角 は 比較的長 く顏面 の 長さ と殆
　 　 L

　　ど等長で ， そ の 第 3 節は第 2 節の 約 2 倍の 長さを有 し ， 觸角刺毛 は觸角 の 全長よ り誚長く ， 基部｝は膨

　　大 し ， 細毛は極 め て 微細で 認 め難い 。 頬部は狹 く， その 高 さは觸角 の 第 3節の 幅に略等 しい 。 小腮鬚は黒

　　色で細長 く， 棍棒牀を呈 して ゐ る。

　　　胸部は胃荻色乃 至 暗青荻色を呈 し，普通胸背は 後方より見れば微 に 黄

　　色を帶びて ゐる こ とが多い 。 胸背 の班紋は不明瞭 で はある が ， 普通出方

　　か ら見ればそ の 中央前方 に極めて 細 い 晴色の 2 縱線と その 兩側 に幅 の 廣

　　い 同じく暗色 の 縱線様の 斑紋を認 め る こ と演出來 ， 又墹瞠に よつ て は 更

。　 に胸背の 中央 に痕跡的な 1縱線を現はすもの 秀ある。中刺毛 は 顯著で 2

　　列をな し ， 列聞 は 前方 に

　　至 る に 隨 ひ 著 し く狹 ま

　　b ， こ の 列間の 前 4監に は

　　少數の 繖毛を疎生 して ゐ

　　る。稜朕部の 背面に は 細

　　毛を疎生 して ゐ る （第 4

　　圖）o 荀骸姪重基背束序壬…壱ま短畜田

　　で は あ る が 明瞭 に存在

　　・， 脚 鯱 は長大 で ， 　 。 。 。鍔 ，堕。 バ ． 　 　 。 。 ギ潟 汲が ．

濃裂糒ずむ摯嘉　
・〔蹴 躡 滯

商   ）

　
（燃

篭欄 嬲
蹴

　　短細で ある 。脚は 黄色乃至 黄褐色 で あ るが，跼 節は黒色 ， 前腿節は そ の 基 部及先 端 部を除き暗茨色を皇し

　　て ゐ る。翅は 基 部 は 黄色，その 他は暗色を帶び1翅脈は黄色乃至褐色 ， 前縁脹剰｛ま短細で 顯著でない 。 上

　　卞 2 枚の 蠏伏片は略等大 で淡黄色 ， 牛均棍 は黄色を呈 して ゐ る 。

・

　　 腹部は胸部 よ ゆ も稍細長 く， 上 下 に 少 し く扁 ASで 暗黄友色 を 呈
’
して ゐ る 。腹背を稍後 方 よ り見れ ば，そ

　　の 巾央 に葺通稍太い 黒色 の 1 縱線 を有 し， 各腹嘶の 先縁部に は 顯著な
’
長剛 毛 を 列 生 して ゐ る e 第 5腹板

　　（第 1 岡版 ， 第 4 圓）は 牛光澤を有す る暗荻色乃至黒色で ， そ の 兩側片ほ全長の 約 §の 長 さを有 し ， 太 く

　　て 先端の 圓い 棍鰡伏を呈 し ， 互 に 略甼行して 突出して ゐ る 。 細毛 は概して こ の 兩側片 の 丙側に 滑 ふ て 疎 生

　　して ゐ るが ， こ れらの 中兩側片の 中央部内側に 列生 する 墜對が他 よ り も長大 で あ る。倚 こ の 兩側片 の 光 端

　 部は 個曜によ り黄禍色乃至暗褐色を呈する もの もあ る。生殖舘節 （第 1 圖版， 第 5 及第 β圖）は全體が

　 圓味を帶びた 3角形 を塗し，基部は暗茨芭 ， 末端部丙側は黄褐色 で ， 全面 に長毛 を疎生 して ゐ るが ， 基部背

e

　 10） 本 亞 種の 基本種で あ る Pegomyi〔L 忱 o廨 WIEDEMANN の 研 究 史 を 示 せ ば …「K の 如 き
』
も の が あ る 。

　　　Peg・ myia 　 bi・ol・r　 lNTJEDE・rANN
，
1817

，
　 Z ・・1．　Ma 匹，

1，　P．77 〔A
’
・tlt・myin 〕； IIErcsEliT

，
　 IS26

，
　p．

　　　　185　〔Antliotnyict〕ヨ，E…CH エNER ダ1862
，．　p．635　〔Zi【ntltom！ノia〕；　】〜IE八 DE

，
1897

，
　p．58」．STEII1T，

1906
，

　　　　P・75； BEz ・・ ＆，　STE ・NJ　1907 ，　P ・700； ScHltA肌 ＆ Dz ・ED ・cK ・
，
1911

， P ．112 〔60〕； GAI［ER ・N ，

　　　　1914
・ PP ・63−65 ； SrElh’

，
1914∫P・33； GAMEIIoN

，　1916，　i〕P，　87−92；　STE困 ，　1916，　1〕．　127三

　　　　HENDEL
，
1923

，　p．395； HERING
，
1923

，
　p．203 ；SiiGuY， 1923，1｝．15B，； FRo 禺 1924

，
　p ．　leO ；

　　　　
’
｝lucKET’r，1924，　P・43 ； HE ！　DELI 　 1926−・1928，　 PP．62 −64 ； KARL

，
　1se8

，
　p、124｝ HER 】NG

，

　　　　1935−1937
， p．93

，
　348．390， 462 ；S舶 uY ， 1937

，
　p．52 ； VエvlEN ，

1937
，
　pp ．322−326．・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i t

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

64　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’
　　昆 蟲　・　第 ユ5 卷 第 2 號

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L

面 に 生 ずる もの は著 し く畏大で ある。上 尾鋏は太 き逆八字形 を呈 し、 普通中央   斷目で左右兩突起は分照

され ， 全面 に 顯著な細毛 を疎生 して ゐ る。下 尾鋏は 上 画 よ り見 れ ば 内側 に 2 齒を 有 し ， 先端著し く鬱曲 し た ．

短太な鋏祕伏を呈するが ， こ れを側面よ り見れば幅の 廣い 圓形の突起物であつ て ， 各々 内側 に 2 個の 齒状

突起 を 有 し ， 基部の もあは瘤状で 内側に 2，3蜀 の 細毛を有し ， 先踊に近きもの は鋭利 な爪状を呈 して ゐる 。

  騨 ・黶 く癩 鯲 て 頭幅 ・ 約 詣 ・ 幅を有・て 醵 騨 ・赤篩 鵄 赤色をi ・・ 交

叉刺毛 を有せ ず ， 單眼 3 角區 の 直前 に於 て そ の 幅 が 顯著に狹 くな b ， 恰 も幅 の 廣 い楙 11状を呈 して ゐ る 。

觸角 あ第 2 節は暗赤褐色乃至黒色 で あ る が ， 普通 は黒色で そ の 前牛部 の みが黄褐色乃至嚇 鞨色を呈する

もの が 多い 。小腮鬚は北海道産 の もの で は普通黒色で ，稀 に …齢 部の み が濃暗碣色を呈するもの があり， 東

京産 の もの で は總て 基孚部は黄褐色乃至暗褐色で先端部が黒褐色乃 至黒色を 呈 して ゐ る 。 腹胸側刺毛 の 配

列 は 2 ：2 で あ るが ， 前下方 の もの は 個體に よ？ て は極めて 短細 で細毛状を呈す るもの が あ る。前腿節の 上

面 は普邁暗褐色乃 至暗荻色を 呈 して ゐ る。腹部は雄に 比 しτ稍幅置 く， 且短 L・。 腹背に は光線の 工 合 で 不

規則な暗色紋 を現は し，中央 の 1縱線は個體 に よつ て は 判然 と し ない か ， 又は全く缺い て ゐ るもの もある。

　　體　　畏 （ぎ
・♀）− 6．D〜6．5　耗

　　嵜 S 植 物
一 ギ シ ギ シ屬 植物 （Runiex．　 spp ．）〔タ デ科〕。

分

産

〔言己　要 〕

　布一 ヨ ー ロ ツ パ
， 北 ア メ リ．カ

，
ア ジ ア ．（シ リア

， 口本），ア フ 1） 力 北部。

地一 北海道 ： 366　1099 ， 札幌 ， X ， ユ935， 加贈 夫 119 δ♂　23？9，札幌 ，
1°
−15

／vnv

・
　 1940

， 加藤靜夭 ； 1766 　2099
， 札幌，

’
2s
／Vm 一侈

／・x ，
　1940 ，加藤靜夫。本州 ・

　　　 3δδ 499 東京 ，

27
／v

，
1932功 11藤i 夫 。

基 本種 は歐米 に於 て は古 くか ら知 られ て ゐる普通種で あつ て ， そ の 小腮鬚が 黄色

で ある こ と は常に極 め て有力な特徴の 1 とし て 認 め られ て ゐる
11〕。 然 る に筆者 の 檢 し得た

本邦産 の 標本 は總 て その小腮鬚 の 色彩が 歐米 産 の もの と異 つ た變異 を示 して ゐ る。則 ち雄 に

あつ て は小 腮鬚は總 て黒色で あつ て
，

’
雌で は雄 よ りも稍 淡色 を呈す る傾 向が 見 られ 、 札軽産の

もの で は極 め て 罕 1こ ， 叉 東京産 の もの で は總 て が 先端部 黒褐色乃至黒色 ， 基部が それ よ り淡色

で 黄褐色乃至 曙褐 色を皐して
’
ゐ る。 こ の こ とは本邦に於 て も小腮鬚が 更に淡色の 型 を産す る，

地 方が ある の で は 底V ・か と 想像せ られ て 興 味深 い もの が あ る が ， 舞τに して も本邦産の 本種

が 歐米 産の もの と異 つ た變異 を 示す 1 の 地 理 的品種で ある こ とカ『明 か で ， 筆者は茲に本邦産

の もの を亜種 と認 め て 新た に sa 　epof
’
ensis と命名す る こ と と した 。 徇本亜種 は小腮鬚だ けで な

ぐ， 觸角の 第 2 節竝 に 第 5 腹叡 の 兩側片 の 色彩に於て も歐米産の もに 比 して 著 し く噌色型で

　 　 　 　 4

ある。　　　
・
　　　　　　　　　　　　　　　 ，　　　

」
　　．　　　　　　　

”

　本種 ぱ普通 タデ 科植物に 寄生 し，歐米に於て は 寄主植物 と して Rumex 　 acetesa 　 L．
，　 R

acutus 　L・，　 R ・aquftti ρus　L・
・
R ・c・ispu・ L

・
R ・・btu・if。lius　L ・

　B ．　patientia　L ・
・ 尹・lyg・num

l。P。thif。 li。m 　L ．
，
　OXy ・i・・di

”
gyna 　L．等が 記録 されて 居 b ，UtrC　s ウ カ イ ダ ウ科植物の B・96n ｛a

sp ．に も寄生す る こ と が 知 られ て ゐる。
齟
本邦に於 て は筆者は未だ ギ シ ギ シ 屬以外の 植物か ら檢

出 して ゐな い が ， 札幌及東 京 附近 に於 て は路傍の ギ シ ギ シ 類に は極 め て 普通 に 寄生 して ゐ る

の を観察 して ゐ る 。併 し筆者 は こ れ．らの 寄主植物の 種名を正確 に査定 し得 なか つ たの で本稿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，

　　II） 從 來 小 腮鬚の 暗色型に 就 い て は ， 歐洲に 於 て 鼻me ・N 馬 （1906）が 僅 Fこ “ Taste・　fadenf6ipig・

gahz 　gelb，　nur 　bei　einelr 】 einzigen 　StUck　voll　den　Hnnderteii，　die　ich　gesehen 　habe ，　an 　der

漁 Be1呂ten　Spi七ze　gebr；iun 七，” 　と、邇 ぺ て ゐ る に 渦 ぎず ， 北米 に 於て は FROST 氏
’
（1924）が 本種 の 色彩

の 變異 に 就 い て 少 し く記 建 して ゐ る が ， 小 腮 鬚 の 暗色 型 に 就 い て 賦觀察 して ゐ な い
。
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加灘 夫 ・ 本邦産 ア カ ザ モ グ リ ・ ・ナ バ ーと其 の 近似組
●

・6s

鯲 て 騨 に 物 ギ シ 颶 物 ・面 m ・x ・ ・PP・）とする 。因 va札幌附近 蹴 野生竝 に 歸化 ギ シ ギ

シ 驕 と して は數種知 られ て ゐ る が ，
．就中最 も路邊 tz普通 に見 られる の は＝ ソ ノ ギ シ ギ シ （R ．

。btu、if。1i。 s　agi
’
・・ti・ D ，｛Ns ．），

・
ノ ダ イ ワ ウ （R ・d。m ・・tid｝・・ H ・R ・M ・）・

ヒ f ス イ パ （R ・
『
Ace わ。・eU 窺

L．）等で ある。

　本種はその 形態の み な らず生 態 もフ カ ザ モ グ リハ ナ パ へ に 酷似 して ゐ て
， 丼幌附近で は年

’

2 回旌 3 面の 甦 擁 し 6 肚 旬xi
「
ら ・o 月下 旬ま で は路傍b ギ シ ギ 噸 の 幼蟲の 糖 を

認 め る こ とが 飼ξる ． 鯤 の 産卵は ア カ ザ モ 殉 ハ ナ ・ ・へ 2 同様 rc寄主植物 の 類 睹 通數

個竝 ん だ 卵塊 と して 奩付され ；孵化 した幼 蟲は直

ちに槃 肉内に潜入 し， 最切の 中は横に 1 列に 竝 ん

で 食害 して ゐ る が ， 生

長す るに拌ぴ分散 して

葉 肉内を不規則に暴食

する 。老 熟すれぼ案を ．

脱 して 地・FP　VC入 り蛹化

す ・越 冬は軈 で 地
。 ヵ拶 ，鳳 ． 　 i’。 ギ笋。 鰍 。 ． ．

中に行はれ る．．伺本種 　 （P ．・1・y・・CSt・・ni 　P …
一
・・）　 　 （P・・bic・1・r ・ ・aPP ・reousis 　1〈AT ・） ・

は そ の 駐 齣 よ 幌

’
老鰍 蟲の 前部氣PH・　 　

翻 幼蟲の 繭 鮒 ，

て 現脚 麟 作物嚠 して 胴 騨 要性の な焜 蟲で 蹄 漂 一 よ う・　 　 ∫・

　　　　　　　　　　　　　　　　兩 種 標 微 の 比 較 ．　 　
’
　 　 1

ア カ ザ モ の ハ チバ 湿 杓 物 モ め ・ ・ ナ ・・ へ とは 寄 主植物が 異 P， 生態的に はそ の 差

異は明確で あ るが ，成蟲 ・卵・幼蟲 ρ蛹等 を偶 層ζ比較 した場合の 簡明な形態上 の 識別點 を述 べ

て 見 よ う。　，．　 ・．　　
1
　 　　 　　 　　 　　 　　 　

『
　

』’

　成蟲に あつ て は雄 の 場合に は第．5 腹板 及生殖器節の 形状が 著 し く果つ て ゐる が （第 1 圖版

參 照），雄雌共通の標徴で はk の檢Pt表 va依つ て 識別が 出來る ．　 　 　 ・

　　 1 ・（2） 腹胸側刺毛の 配列 は 1
．
：2 で ， 稜歌部 はそ の 側緻の み に細 毛を 列 生 して ゐ る 。．

　 　 　 　 　　．．＿ ＿ ＿ ＿＿．＿．＿．＿ ．一 ・………・・．…・……・……・．……・ア カ ザ モ グ リ ハ ナ バ へ

　　2 （1） 齣 側刺毛 の酬 は 2 ・2．で ， 稜状部 はそ
の 背面 に 蛭 離 細毛を疎生して ゐ る・

　　　　　　．、・一一一
’
一＿ ………・1− … … ………・一 …………・…・…t・一：−4−・ギ シ ギ シ モ グ リハ ナ で

くへ

　卵及幼蟲に 就 て ば C ・、・ER ・N （・9・4），

．
塾刪 ・R ＆ KA ・ ・M ・N… （・

’
⇔3・）等 の 諸氏 va・1 つ て 逸

』
彩そ の 他 に構 の變異を示す ・ とが 報告 さ t・て ゐ るが ・ 筆者 の 檢 した 標本 に 脚

て 言貸ばア

カ ザ モ グ リハ ナ バ r丶 の 卵は ギ シ ギ ジ モ グ リ ハ ナ バ へ の 夫れに比 しで
一般 に幅廣 く圓味を帶ぴ

て 居 1） ， 卵殻表面の網 目歌隆刻 も微弱 で ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．

　幼filCあつ て は その 前部 氣門の 形歌が 全 く異 り，
ア カ ザ モ グ リ ハ ナ バ へ に あつ て は勗形 を

呈 し謡 の 骨の 先端礑 る部分 爵 〜 1・ ｛固泙 均 9 個の 小鮒 孑L賄 して ゐるが （第 5 副 一

ギ ジギ シ モ グ リハ が ハ で は麟 形 を呈 し・ そ の 傘蟷 る部 分は 聯 1劃形 をな し凋 邊に 16

　
’
　12）

’
幼蟲の 無門 孔 の 數に 歳い て は 筆者の 所藏す る各地 の 標本 の 中 か ら識 別 の 便宜上 老熟幼蟲 の み を

選 び ，

・
兩獸 各 B 頭宛謹 し魅 めで ， 肋 内謝 を示 せ ば ア カ ザ モ グ リ・ ・ ナ バ ーに あ つ て は 綱 贓

4 頭 潮 鮮元 山産 5頭 ， 札幌産 蝋 で ，ギ シ ギ y モ グ リハ ナ バ ー に あ つ
’
c ・eよ札幌産の も の の み ユ3 頭で あ る a

●
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●

■

〜 24 個 ， 甲均 19 個の 小氣門孔を開孔 して ゐ る （第 6 鬮）
12〕
。

　蛹に 就い て は蛹穀が最絡齢幼蝨の 外皮で ， 幼蟲時代 の 前氣門が そ の 儘蛹轂に附
’
驕して ゐ る

か ら， 幼蟲の 揚合と 同檬そ の 形歌に よ つ て 簡單に識別 し得 られ る。 1
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